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1.「兵糧攻め」から人々を守る

ロジスティクス

(1)課題1:救援物資は,なぜ届かなかつたか?

東日本大震災では,救 援物資の輸送の遅れが指

摘されたが,そ こには5つ理由があった。

第 1は 「在庫ゼロのスタート」である。津波に

遭ったことで,備 蓄倉庫,店 舗内在庫,家 庭の冷

蔵庫など,食 料品や医薬品の在庫がなくなった地

域が多い。つまり備蓄 ・在庫ゼロになってしまっ

た。

第2は 「卸売業者と物流施設の被災」である。

被災地内の小売業者の数 。位置や通常の発注量を

把握しているはずの地元卸売業者が被災してデー

タを紛失したり,被 災地のメーカー ・卸小売業者

や物流事業者の施設 (工場や倉庫など)で,製 造機
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1震災時の1交通■■その課題

械や倉庫内の搬送機器が破損したり,倉 庫で荷崩

れを起こした例も多い。

第3は 「プロ不在による集積場所での物資の滞

留」である。ロジスティクスは,仕 分けや配分を

素早くおこない,で きるだけ物資の滞留を避けて,

物資を送り出すことが重要である。しかし被災地

で不慣れな人たちが物資の手配や仕分け配分作業

をおこなうことで混乱し,物 資が滞留してしまっ

た。

第4は 「遠隔地での被災」である。東北の被災

地に物資を供給するはずの,震 源地から遠い関東

地方の工場や倉庫も被害を受けて,何 週間も物資

を発送できない例があった。建物は耐震設計で助

かっても,荷 崩れで物流機器が破損してしまった

例もあった。

第 5は 「輸送するための燃料 ・車両 ・ドライ

バーの不足」である。大手物流事業者など自ら

が燃料タンク(インタンク)を持っている会社は当
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3.変 化の時代に求められる総合力と

大局観

(1)課 題3:失 敗に備える知恵は,

十分だつたか?

大きくは報道されていないが,新 幹線 ・高速道

路などの交通インフラの致命的な破損は免れた。

これは過去の震災の経験にもとづき,防 災対策を

施したからである。一方では 「想定外」というこ

とから,堤 防や発電設備で予想外の被害を受けた。

世界銀行の総裁を勤めたアルバート・ハーシユ

マン(A O Hischman)は,「計画は将来を予測し

ながら立てていくものであるから,予 期し得ない

変化や不確実な事態が起これば 『失敗』する」と

し,失 敗を避けるためには 「計画時の不確実を超

える計画が必要」と指摘している。たとえば病院

建築では,廊 下や待合室も緊急時には患者を収容

できるように,あ らかじめ電気や配管を設ける例

がある。戦災復興計画における名古屋の100m道

路などは,遠 い将来の予期しない出来事に備えた

ものだった。このように交通計画や都市計画にお

いても,あ らかじめ未知なる有事を意識した計画

や制度でありたい
1)。

一般論で言えば,現 在の知識と能力をもって将

来のすべてを見通すことは難しいし,過 去に蓄積

した技術や知識だけで将来を決めきることは危険

である。だからこそ, 自然現象を含めた未知の変

化に備えて計画に 「ゆとり」や 「保留部分」を設

け,そ の部分の決定を後世に委ねる度量と謙虚さ

が先人達の知恵だった。こうした「ゆとり」を「ム

ダ」と断定することは理不尽かつ傲慢であり,次

世代の人たちに失礼でもある。

(2)教 訓3:将 来のための仮説と総合化

学問分野が細分化されることは,学 問の深化や

技術の進歩にともなう皮肉な現象でもある。そし

て個々の部分的な最適化に目を奪われれば,全 体

の最適化に結びつかずに 「合成の誤謬」となるこ

ともある。

事業や計画は,堤 防の水が最も低い場所から溢

れるように, もっとも弱い部分で成否が決まる。

となると計画の一部分を傑出させるよりも,不 足

している部分を改善して全体の底上げをはかり総

合的なバランスを取る方が,失 敗する確率は低 く

なる。そして 「大きな変化に遭遇したとき,従 来

のようなデータ収集や分析だけでは総合的な視点

を欠き,新 しい発見や本質的な解決に結びつかな

い」のであれば,別 の思考方法も必要だろう'。

大震災を期して何十年後の先まで見通して計画

を立てるのであれば,技 術の進歩や価値観の変化

を含めて 「大胆な仮説」を立て,未 知の部分に備

えた 「ゆとり」を設けながら,大局観のもとで 「総

合的な計画」をたてるべきと思うのである。
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